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北海道石狩炭田空知地区赤平地域における炭層の花粉分析報告

徳矛　、重元黄

Pollenanalysesofsome℃oa1Seamsintke氏kaもiraArea，

　　　　　互s翫ik訊ri　Co昇l　Fiel｛丑，Hokkai｛16

　　　By
Shig6motg　Tokunaga

　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　P・llenanゑlyses・fs・畢ec・alsea卑sintheAkabiraareahavetW・purp・se亀・neisasan

integral　partρf　the　paleontological・studies　of　the　known　coal　seams　in　the　Ishikari　coal　field　and　the

other　is　to　establi5h　a　definite　standard　pollen　diagram　of　workable　coal　seams　in　this　coa1｛ield・

　　Samples・were　collected　from　two　coal　seams　ofthe　Woodwardia｛omation　at　Dammanosawa

and　from　ten　coal　seams　o∫the　Bibai　and　YHbari．formations　i血the　Akabira　Colliery，Sumi亡o血o

Coal　Mining　Co、

　　Of　samples　from　the　Akabira　Colliery，two　were　collected　at　the　fifth　cross　cut｛rom　No．

10and　No．11seams　of、the　Bibai　fomlation，and　six　at　the　mainl　cross　c耽of、zero　level　from

No．1to　No．6seams　of　the　YUbari　formation．

　　The　Akabira　coal　is　of　a、veak6r　strong－coking　property，bu廿h6po11en　and　spQre　are

found　abundantly　in亡he　coa1．

　　Ch邑mical　treatment　is　carried　out　accor4ing　to　the　S6hhlze’s　method．

　　Thβclassification　of　pollen　and　spore　is　based　on　the　work　of　Erdtman，Faegri，and　Iversen。

　　The　coal　s6ams　of　the　Takane　formation　contain　many　spores　of　Peridophyta，and　among

this　phyllum，E4漉3ε如肱0珈観4α，and、Lッ．go4彪郷are－dominant．

　　About　one　hundred　types　of　pollen　and　spore　were　found　from　Akabira　coal．．Among

thesep611ens，P伽3，五α廊，Cツ嶋C醜nεα，Ω％8燃，and且㈱aref・undlalm・sta且c6aL

seams　bht　the　distribution　o｛1〉ly∬α，116必，anずEricaceae　limited．

　　The　ratio　between　pollen　and　spore　in　each　coal　seam　is　shown　in　table3．

　　In　two　seams　of　the　Woodwardia　fomation，the　spore　are　co蜘ined・abundantly　coinpared

with　other　coal　seams．』

要　　旨

　北海道石狩炭田における主要炭層の花粉学的研究は，

昭和28年度から実施して目下継続中である。この報告

は昭和28年度において行つた研究調査の一部を纒めた

もので，石狩炭田空知地区の赤平地域において，石狩層

群の高根・美唄・夕張等の諸層に挾有きれている10炭

層の花粉分析を行つた結果である。

　これらの石炭はいずれも弱粘結あるいは強粘結性を示

しているが，保存のよい花粉・胞子化石が多量に含まれ

＊燃1料部

ており，分析にはなんら支障がなかつた。

　化石命名の方法については前回の輯告と同じように自

然分類の属名を採用した・。

　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ
　分析した炭層からは総計101形態の花粉化石と8形態

の胞子化石がみいだされ，とれらのうち従来説明されて

いなかった25形態の化石種について記載し，、おもなも
’
の
は
写
真 にとつて図版皿：に掲げた。

　各炭層中に含まれている花粉・胞子化石の産出傾向を

みると，すべての炭層にみられる種類はP’n鰯，Lαr劾，

Cα伽％α，Ω鰐76鰐，窺π鰐等である。また高根層の炭

層においては胞子化石の含有率が大であ獣美唄層の炭
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層群中に含まれている種類は，美唄地域の美唄層の炭層

群中のものと類似している。

　赤平地域の炭層の分析の結果，上述のように高根・美

唄・夕張・登川の各層の炭層中に含有きれている花粉・

胞子化石の内容がほず明らかとなつた。

　　　　　　　　緒　言「

　昭和28年6月30日から7月11日にわたる12日間に

北海道石狩炭田空知地区において行つた花粉分析による．

研究調査のうち，前半の美唄地域における炭層の花粉分

．析の結果はすでに報告した註1）。　，　　　　　　　1

　この報告註2）は，その後半において行った空知地区北

部の滝川市南西約4kn1の駄馬の沢と，赤平市住友石炭

鉱業株式会社赤平砿業所の坑内とにおける炭層の花粉分

析の結果を纒めたものである註3）。

　この赤平地域において対象とした炭層は，高根層・美

唄層・夕張層等に挾有きれている10炭層である。

　ごれらの石炭は弱粘結性あるいは強粘結性を示してい
　　　　　　　　ノロ
るが1なかに含まれている花粉・胞子の化石は保存がよ

く，先の美唄地域の分析結果をあわせてほダ石狩層群中

の主要な炭層中に含まれる種類が明らかとなつた。

　石炭試料の採取法および分析法にっいては美唄炭とほ

ダ同じ方法によつたが，後述のように前回よりも2，3

の点で改良と工夫を行つた。

　化石花粉・胞子の命名と分類にっいてほ，』一応美唄炭

の場合と同じようにEr砒man，Faegri，Iversen等の分

　　　　bδ

ノ
〃
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　　　　　　第1図　試料採取箇所位置図
Fig．11ndex　Map　showing　Location　of　Sampling　Sites

　　　　（1）　住友石炭鉱業K．K．赤平磯業所
　　　Akabira　Colliery，Sumitomo　Coal　Min．Co．

　　　　（2）駄馬ノ沢
　　　Dammano・sawa

註1），花粉分析による石炭原植物の研究第2報

註2）同第3報
註3）以上2ヵ所をあわせて本稿中では赤平地域と称
　する。

類にしたがつて大別し，きらに現生植物との類似点に注

。目して属名を附け，現生植物との関連性がわからないも

のは表の最後に一括した。

　次回の報告においては，これらの属名と形態名とによ・

つた花粉・胞子化石を2命名法に基づいて再定義し，記

載する予定である註4）。

　古第三紀の化石花粉の分類と命名については，これを

純形態分類によづて行うもの，または属名の後1こ一3．ρo－

7舵3，あるいは一ρoll6π漉5等の接尾語を加える表現等が

あるが，石狩炭田におい七は植生・．古気候等の問題を含

めて扱うため，属名に接尾語を加える方法によつた註4）。

　なおこの報告に記載した調査については，住友石炭鉱

『業株式会社赤平砿業所大瀬知雄・小笠原謙三・林一郎の

諸氏および本社砿務部地質課清水勇氏の御援助によると

ころが多く，こ＼に厚く謝意を表する次第である。一

　室内実験・写真撮影等については，前回の美唄炭の分

析と同じように石炭課尾上亨がその一部を担当した。

　　　　　　　　2．炭　　暦

　　　　　　炭層の賦奪状況の概読

　石狩炭田空知地区赤平地域は函館本線と根室本線の分

岐点滝川市の東方約10kmにあたり，空知背斜の西翼

に位置している。

　住友石炭鉱業株式会社赤平砿業所の鉱区のお＼むね中
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　　　　第2図　赤平地域模式地質柱状図
Fig．2Generalized　Stratigraphic　Column　of’the
　　Ishikari　Series　in　the　Akabira　Area

註4）次回報告予定
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北海道石狩炭田空知地区赤平地域における炭層の花粉分析報告　（徳永重元）
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　　第3図　駄馬ノ沢の三矢炭鉱における高根層中の炭層柱状図
Fig・3　Sections　of　the　Coal　Seams　in　the　Takane箋Formation

　at　the　Mitsuya　Sunagawa　Coal　Mine　of　Dammano・sawa
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　第4図　美唄層の上部における炭層の柱状図（赤平2坑）

Fig．4　ColumnarSectiρ皿s　of　the　Co31Seams　in　the
　　　Bibai　Formation　in　the　Akabira　Area

央部には赤平向斜軸がほダN－S　lす走り・現在赤平2坑

ではその東側に分布する西傾斜の炭層群を採炭している。

　花粉分析の試料はこの赤平2坑の坑内における零レベ

）レ南坑道で採取したもので，美唄層中の11番層・11番

中層・11番下層と幌加別層中の1Q番層等のものは南坑

道の5号立入で採取し，夕張層中の6番・5番・3番・

2番・1番上層・1番下層等の諸炭層のものは零レベル
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　　　　　　第5図．夕張層における炭層の柱状図1

　　Fig．5　Colu加nar　Sections　of　the　Coa正Seams　inむhe

　　　　Y五bari　Formation　in　the　Akabira　Area

主要立入で採取した。これらの炭層の炭柱図は第4・5

図に示した。また2坑内においては，美唄層中の諸炭層
’
の
炭 丈は変化が少なく．・これら砂炭層は海成層である若

鍋層を挾んで上・下の2群に分かれている。

　この地域で稼行対象となつている重要な炭層は8番・

9番・10番層であるが，2坑の坑内においては試料採取

に適当な所がなかつたため，試料を採取することができ

なかつた註5）。

　この地域の地表の地質についてはおもに住友石炭鉱業

株式会社によつて調査きれているが，地層の分布をみる

と上赤平と歌志内とを連ねるN－Sの方向に赤平向斜軸

が走り，その外側には順次に美唄・若鍋・夕張・幌加別・

登川の諸層が帯状に分布している。

　試料採取にあたつては・美唄地域と同じように，暗炭

・輝炭・含媒・爽み註6）等の坑内で観察できる炭層の変

　註5）その後松井寛技官によつて8，9，10番層の試料

　　が採取された。

　註6）これらの単位はmacrolithotypeともいうべき

　　　もので，肉眼によつて区別できる単位である。

　　　1935年Stopesによつて命名された成分ζ，わ

　　が国で従来いわれている表現との聞には次のよう

　　な関係がある。
　　　　　輝炭＝Fusain＋Vitrain＋Claraih

　　　　　暗炭＝Durain＋Clarain
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化性の単位に分けて採り，これを4分法・リッフルサム

，プラ』等によって縮量して分析試料を作つた・

　　　　　　　　3．分析法
　赤平炭は弱粘結あるいは強粘結性をもつているので，

花粉・胞子化石の検出についても美唄炭とは多少異つた

・操作を行った註7）。

　坑内から得た試料には塩素酸カリ（KClO3）・濃硝酸

　（Conc　HNO3）等を加えて酸化き・せ，放置後これを水’

洗する。特に強酸によつても分解きれにくい抵抗性のあ

る有機物質（樹脂・クチクラ・胞子・花粉・表皮細胞等）

はUlnimとともに黒色のタール状沈澱となり，数回の

洗務では上澄液が容易に透明とはならない。沈澱をよく

分離するまでには少なくとも5回位の洗潅が必要である。

　次に苛性カリ（KOH）を加えて可溶性のフミン酸を

分離することは美唄炭の分析と同じである註8）。標本封

入に際して試料をスライド上にのせるとき，試料にアル

コ㌣ルを若干加えたところ，ガラス板上で拡散して花粉

化石等が接着剤中によく混じ好結果を得た。、．

4．化石花粉胞子の命名法について

　石狩炭田の炭層の花粉分析を行うにあたつてまず考慮

しなければならない問題の1っに化石花粉・胞子の命名

法がある。昭和28年度の調査において，美唄地域にお

ける分析の結果みいだきれた化石に対して，それを現生

、植物の花粉形と比較して両者間に形態上の類似点があれ

ばその植物の属名を附1オた。、

　また花粉・胞子の形態の大別はErdtman12）の分類と

％eg士iやIversen13）等の分類法を参考とした。

　一方ドイツにおいてはR、Potoni6を初め多くの研究

者によつて，植物の属名を基とし，これを変形させた一

表現（人為的な記載）が行われているが，この報告では

それを採用しなかつた。

　以上の種々の化石命名法を整理すると次の3方法とな』

る。

　（1）自然分類にしたがう。これは現生植物の花粉形を

考慮して，化右種と比較してその植物の属名をそのま㌧

採用する。

　②　半自然分類ともいうべきもの。これは化石種にお

いて現生植物の花粉の形との類似点一関連点を認めっっ

も，地質時代の長い期間における植物の進化等を考慮に

入れて，属名の次に一‘0∫漉5・．あるいは一ρollε漉85，

　註7），Schultze法を基本としてし，・る。

　註8）難溶性を示すものは粘結性のある茅沼炭におい　ひ

　　ても観察されることで，耐酸性物質（acid　resis－

　　tancesubstance）の多い；とを示してし〕る。

一3．ρ07漉5等の接尾語を附ける。い、かえれば現生植物　　’

の属名をそのま＼化石名に採用しないということである。、

　⑥　花粉・胞子の形態上の特徴のみによつて表現し，　　●

人為的に分類を行う。たダし現生植物の花粉と類似する

と思われるものは，その植物名を末尾の括弧のなかに入

れておく。

　以上の3方法のうちいずれをとるかは研究者各．自の考

えにもよるものであるが，Miocene以後の化石は（1）お

よび（2）の表現をとり，Paleogeneの石炭については（3）

を用いている者もある6）。

　この石狩炭田の研究調査においては，昭和28年に作

業を開始した当時，わが国の古第三紀の石炭中の化石種喜．

がまだ記載されていなかつたので各国の文献を参照した

が，上述のように採用きれている方法が異なるので，整

理分類に混乱をきたすおそれがあつた。したがつて美唄，

と赤平の2地域における分析においては，花粉形の大別

には純形態分類を採用し，小分類の属名中は現生植物名

を，また種名の所は番号を附け，現生植物との関連が不

明なものは第1表の12項のなかに人為的分類として一

括して載せた。

　花粉分析においては，往々にしてその目的に応じて不

必要な化石種および属種不明なものを除外している・し

たがつて10～20種の花粉・胞子によつて結論を導きだ

しているが地卑的な問題のうち特に塵層の堆積環境な

どを考察する場合には，できるだけ種類を多く呈示する

ことが望ましい。

　次回の報告においてはこれらの化石種を再整理し，2

命名法に華づく表現を行って他の炭田においても利用で

きるようにする予定である註9）。

　　　5．主要炭暦中の花粉・胞子化石の種類’

　赤平地域において分析した炭層は，夕張層中の7層と　’

美唄層中の4層および高根層中の2層の計13炭層であ

るが，この報告においてはそれらのうち夕張層の下限近

くにある1番上層，同じく中部の4番層と最上部の6番

層，また美唄層では最下部の10番層と上部の11番層，ま

た高根層中では三矢砂川炭鉱の上層の分析結果を纏めた。・

　以上の諸炭層中から検出きれた花粉・胞子化石の種類

・をみると，ききに分析した美唄炭中の花粉・胞子群≧や

＼似た組成を示しているが，その詳細は第1表に掲げた。

　以下美唄炭においてまだみいだされていなかつたか，

あるいはまだ説明されていなかつた花粉・胞子化石につ

いて略述する。

　　　　　　　　　　　　　　メ　註9）石狩炭田産化石花粉・胞子の命名と分類（地質
　　調査所月報に掲載の子定）
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北海道石狩炭田空知地区赤平地域における炭層の花粉分析報告　（徳永重元）

　　・第1表赤平炭中に含有きれている花粉・胞子化石表・
Table1．、List　of　Types　of　Pollen　and　Spore　founded　in　the　Akabira　Coals

　　　　　＼、
　　　　　　＼＼
　　　　　　＼、　　　花粉・胞子型＼＼

P・一SP・副YPE・＼
　　　　　　　　　　・＼。

POLLEN－type（花粉）、

1．Tetradeae（4集粒）、

　Ericaceaピ

　E．・

　E．・

　E．
2，Vesciculatae（有翼粒）

　、P1％3

　且房63
3・工napertulat寧e（無口粒）

五乙プ劾

丁α諾04z吻多

、T．

POP％1祝5

Po如〃ZO98翻

4。Monoporatae（単孔粒！

569祝o毎

Glッ＃05孟プ0伽3

Gramineae

Restionaceae　P

且矧n40P

5・Monocolpatae（単溝粒）

　Cycadaceae　P

　Cyperaceae

　G初ゑ90
　S磁40汐勿3
　NyPmphaeaceae　．

　Palmae　／
　sαみαl

　Liliaceae

　Johπ30n歪‘z　P

　Monocotyledonaceae
6．Tricolpatae（3溝粒）

　3α1動

　S．
　Cα5如π8α

　11θ諾P
　・1．

typeA酋

　B柴
　α
　D

sp．1柴

　　柴一

　　斎i

sp．1和

sp．2

菅

莱

柴

歯

柴

飴

蔚

柴

莱

柴

柴

・sp．1柴

sp．2

　　讐
sp．1菅

sp．2梼

図

版

bb

迄

虞
』
山

古匡

i羅還

騨

屡嘲臓層，
…Bibai卵ubariEi

矢ヨ
砂
川

1H
番d

豆

1

17

9

12

19

7

15、

26，27

1110

1番番
層層
－　oア　　　　　

661乞濱

×　1

×．

×、

×

×

×

×

×

×

××

×

××1
　×

××

×

×

×

×

×

××

　×

×

×

×、

×、×

　×

　×

6’41
番番番
層層層
o寸o　　　　O　d　d

・2名之

　　×
×　　×

××
×

×　××

　　×
×

×・×

×

P××

×

×

　×

××
×

×　　×

　　×
×

×

　　×

　××

×X×
　××

　　×

　　　　近　似　種
　　　Equivalent　Sかecies

このうちには表現法において異なつたもの

が混在しているが，命名者の記載名をその

ま＼引用した。形態には人為的な．ものと，

半人為的なもの，自然分類的なものとが含

まれている。『

T6ケα40－」クoll．gz‘説07PFLUG．

Tα諾o漉吻z　h魏ツ餌83WODEIIOUSE，
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ド恩　累宙F．rmati．n
　　＼
　　　　＼炭層

　　　　　　　＼＼　　Coal　Seam
　　　　　　　　ぺと

　　　　花粉．胞子4＼

　　　　　　　　　　　　　＼＼
　POI、1，EN．SPGRE－TYPE　　　　＼

図　1高馴美唄層

　　1根副P
馴嘩IBibaiE

＼
＼
1

　　i三』11110

副勧番番
へ！川司層層
Φ　11　　　H　O

卸番61震
　　 層乞 乞乞

7．

8，

9，

116諾　　　　　　、　’　　　　　　　sp．　3栄

Aquifoliaceae

R加3

H648地
Tricolporatae（3溝孔粒）

Ω鰹‘％5　　，　　sp．1莱
Ω．　　　　　　　　　　　　　　　　sp。　2菅　

Ω．　　　　　　sp．3剰

9．　　　　，　sp、4菅
9。　　　　．　sp・5梼
2〉ツ55α　　　　　spご1梼
Fα9π5

CyrillaceaeP

ルα伽　　7　　ヤsp．1菅
且．　　　　　　　　　「sp．2

Cuplifereae

Pericolporatae（縁溝孔粒）

Sap・taceaeP’

Triporatae（3孔孔粒）

ハ4‘y万‘α　　　　　　　　　　　　斎

B6伽1α　　　　　　　　　　　　　鮒

Cα7ツα

1『π961hα74擁α

C硯ρ伽5
05診7ツα

丁乞1臨

sp．1黄

　　　菅

10。Stephan6poratae（多孔孔粒）

P齢o‘α7ツσ

．Al鰍3

．A．

Ul郷％5

菅

曇

呂P。1栄

sp．1判

sp，2菅』1

　　　菅　一

11，Periporatae（縁孔孔粒）

　　J％gl㈱　　　　　　　判
　　L勾漉4α励47　　　　　　　、菅

　　B郷％3P』　　奪　　　榮、
　　Compositae？

12。Artif通al　Classific＆tion（人為分類）

　　1フzαρPoZZ，，・　　　　　type　B梼

　　1．　　　　　　typeC菅
　　1．　　　　　　　　　　type　D柴

　　1．　　　　　、』　　　type　E梼、

×

13　　×　　×　X

　　　　　　　　×
8．10　　×　　’×　×

6　　　　　　　　×

3
24

11

25

28

1
23

16

22

18

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×　×

×

×　×

×

×

×　×

×　×

×　×

X

×

×

×

×

・×

夕張層
Y貢bari　F．

近　　似　　種

Equivalent　Species

64・1　このうちには表現法において異なつたもの
番番劃が雛してい猟命名者の記載名をその

層層層　ま、引用した。形態には人為的なものと，

O寸R　半人為的なもの，自然分類的なものとが含

222まれている．』

×　×

×

×

×

×　×

×　×

　×

　×
×

　×
×　×

　×
×

×

×　×

×

×

×　×

×

×

×

×

×

×

×

116灘oπholα6伽∫．・R。POT．

且プα1∫‘z‘806汐oll．64”zz6n4ぢ！R．POT．
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’r▽一還尉凹
　　＼、
　　　＼炭層　　　＼　　　　Coal　Seam
　　　　』＼＼
　　　　、＼＼
　　！花粉・胞子郵＼　　　　嘩

PoLLEN．SPoRE－TyPE　　　＼＼＼』

　　　　　　　　　’＼、、、

図高’覧
　1根濤
版層鴬，
　　←

bD’

角

の
レ
箪
山

1n砂ρoll，　　　typeF
ハ4’oπoρoψoll．　　　　type　A暑L

ハ4．　　　　　　　　　　type　B栄1

ハ4，　　　　　　typeC断
ハ40πo‘oZPoρoZZ．　　　type　A梼

ハ4．　　　　　　typeB’・
ハ4．　・　　　　　　　　　　　　　type　C誓

M．　　　　　　typeD
T万‘oJρoρoll．　　　type　A知
丁．　　　　　　　　　　type　B涛

丁。　　　　　typeC管
丁．　　　　　typeD涛
丁．　　　　　　typeE菅

丁．　　　　　　typeF
Tガ601ρ070汐oll．　　typeIA

T．　　　　　　typeB　『
T．　　　　　　　　　　　　　　　　　type　C涛

丁。　　　　　　　　　　type　D菅

丁。 ・　　　　　typeE
T．　　　　　　・typeF
Tαrαω1ρ070少oll．　typeA
Tプψ070Poll．　　　typeB

T．　　　　　　typeC
T．　　　　　　tyPeD
T．　　　　　　　　　　　　type　E

T．

T．

T．

77．

T．

T．

SPORE－type（胞子）

13。Monolete（単條粒）

　物跡6拗z
　O3解観4α

14．Trilete（3條粒）

　Llygo4伽勉

　Gleicheniaceae

　Polypodiαceae

　D7ツoμ8廓
　7『7π6オ6　spor．

　T．

・typeF

typeG
typeH
。type工

typeJ

typeK

1

2

矢
砂
川
1一

番d
，層客

×

×

美唄層

Bibai　F．i

1110

番番
層層
員9
の　の

渚乞

14
20

21

4
5

　　柴

　　菅

　　　29

type　A剣　30

typeB

×

×

×

×

×

×

×

．×

××

1××

×

×

1×

×

1×

×i×
×

×

×

×

×

×

×

夕張層
Y廿bari　F．1

641「番番量

層層層、

o寸P　．HOo62z．乞

近　似　種
Equivalent　Species

このうちには表現法において異なつたもの

が混在しているが，命名者の記載名をその

ま、引用した。形態には人為的なものと，

1半人為的なもの，自然分類的なものとが含

まれている。

×

×

×

×
〉く

×

×

1n妙ρolll　cf．翻耀6⑳3MuRRIG．u．pFLuGl

ハ40no‘olρo　poll。渉プαng毎llz65R。PoT，

ハ4．　　　　　　　　短6曽61επ3ぎ3PFLUG．

×

×

×

××・

　×
　×

　×i
　・×1

　×

　×

　×1
　×
××

×

丁万ぐoZρoゑoll．プ8あノbr解∫3THoM，u。PFLuG・
Tr∫‘oZρoroメ》oJJ。　‘歪ηgz〆μηz　subsp。

　　　　　　　ρ％5ぢll％3R。’POT。
T．　　　　　　　　Z必ε麗rεη5∫3TIIOM．
T．　　　　　　　　　　　　‘’ng％1μ”z　subsp．声5％3

　　　　　　　　　　R．POT．
一Poll。ノヒzJlα躍R．POT。

PoJl．ρ％読‘43R。POT。

l　Poll．”z64θ5臨5R．POT．

×

×

××

×

×

×

×

㌧丁擁α診擁o汐oπ．翫施2施3R。POT。・

T7毎孟擁o♪oZZ．6071y♪h’α6％3R．，POT、
Tプ乞σオ710メ》oJZ．’ビoηyρhα6z‘3subsp。

　　”痂70め7ツρh4θ％5TEOM。u、PFLUG・
、3zのψプ4》070　メ》04。　‘zπz61α孟z63　subsp

　　　　no翻5PFI．uα，u．THOM．
βzめ孟7ψ070汐oll，‘05雇‘zカ5PFLUG・

　T7ψoro♪oZl．z卯4％1α魏5PFLUα・

…丁吻卿・ll・幽PFLUG・h・TH・亙・

・E諾ケαヶψ070ρoJZ．ρo解ρ6罐記R。POT。

l　PoZZ．メ》扉c碗z65R．POT．

＊印　すでに説明してある種およびこの報告で説明している種類。
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　5・14集粒型・（7－A，B，q　P註10））Tetradeae

　単体が4個集合している。

Ericaceaetyp6C（P1．且，fig。17）

．A型（±20μ）とB型く50～60μ）との中間型でデ各

粒に跨がつて顕著な溝がある。

　この地域の美唄層の11番層および夕張層の6番91

番の各炭層に産する。

　5・2　無口粒型（1－A，3，C）Inaperfulatae

　花粉粒に花粉管孔のないもの。

／n砂ρ・ll。typeC～　　　’

　小球形を示し，大きさは8，2μ。

　わもに美唄層の10番層に産する。

　1nαρρoll．typeD

　円形でBおよびC型よりも大きく40μを示す，外皮

膜はや＼厚く表面は平滑である。

　美唄層の10番層に産する。

　1nαメ》メ》｛）ll．　type　E　（p1．　皿：，　fig，　18）

　長楕円形で長径は55μ，短径に40μ。極の頂部は2ま

たは4分割している。外皮膜は厚く，表面には斑点およ

び細かい襲があり，他の無口粒型に較べて形が大きいこ

とと頂部が4分割してい多ことなどの特徴があるb

　夕張層中の4番層から産する。

　5．3’単孔粒型（3－A，B）Monoporatae

　Sε9祝o臨type

　球形を示し大きさは’30μ，花粉管孔が1っあり，円錐

状の突起（2～5μ）を有する。その先端が屈曲している

ものがβ8g卿伽，直立しているものがC71yμo形67毎（ス

ギ）といわれているが，班究者によつては必ずしも’この

・ような区別をしないようである14）。

　美唄層の11番と夕張層の4番以外の炭層中に産する。

　．A矧n40？type・・

’半球形を示し，下半球は扁平である。・外皮膜は非常に

薄く，1っの顕著な花粉管孔を有する，

　夕張層の1番層に産する。

　M・仰・r汐・ll、tyPeC（PLI－2，fig．64・65）

　楕円形を示し長径．50μ，短径35μ，外皮膜はや、平滑

である。これは美唄地域においても多産する。

　夕張層の1番層と美唄層の11番層とに産する．

　5．4単溝粒型（2－A）Monocσ1patae

Cy¢adaceae7type（pL∬，fig・9）

　美唄地域の炭層中にみられる，ものとは異なり，小きく

て長径は28μ・短祭は20μの短楕円形で・表面ににや、

鐡がある。

　高根・美唄・夕張3層中の各炭層に産する。

　註10）幾瀬1）による日本産植物花粉分類型の表現。

　Cyperaceae　type

　円形で表面にはや㌧蝦がある。大ききは鉤μ前後で．

美唄層の10番層に産する。

　Palmae　type（p1．∬，fi喜．12）

　や＼小形で22μ，S訪謡よりも小きい。外形および溝

孔の形からpalma6．に属するものと思われる。

　夕張層中の各炭層に産出する。，

　Johπ50n乞σP　type　（P1．皿：，　fig。　19）

　大形で50μを示し球形。頂部（極部）は大きく4分割

している・この形はLiliaceae（ユリ科）の10hn50痂に

近似している。

　夕張層の4番層に産する。

　M・η・・吻7一ρ・ll．tyカeC（pl．n：，壬ig．2）

　9％67‘偽型に較べて細長く一，溝（groove）の中央の花』

粉管孔がみえない。多少収縮しているがPalmaeに属す

るものとみられる。

　　ドイツのEocene産のMoπo‘olρoρoll．存αng痂llπ5

R。：ROT．に近似している6

　美唄層の10番層に産する。　’

5・53灘酬5－C・6｝BlqD）Tric・1pat倶e
　T7∫oolメ》o　PoZl．　type　C　（P1．　〕工，　fig．　14）

　や、円形をなし扁平で大ききは24μ。中央に溝があり

皮膜は厚い。一見したところでは丁万μ伽05Po7．擁㍗

oπ5％5PFLUG6）に近似しているが，この標本の場合は花

粉粒と思われる。

　夕張層の炭層群中に産する。

　Tガ‘o砂o汐oZZ．typeD（pL皿：，fig，20）

　C型より大形で35μ。円形に近い楕円形をなして外皮

膜は厚く褐色をおびている。

　夕張層の炭層中に産する。

　丁万oolρoρoll．typeE（p1．1［，fig．21）、

　CおよびD型とは異なり，長楕円形で長径40陶短径

20μ。表面には顕著な斑点をもち長い溝がある。胞子と

類似している点があるが，溝が3條あつて区別できる。

　夕張層の1番層に産する。

　5．63溝孔粒型（6－C，D）Tricolporatae

　Ωz6θ7‘z‘3sp．　4type　（pL　J工，　fig．　6）

　3っの溝があり，そのおのおの中央に花粉管孔があり

外皮膜はや＞厚く・大きき信22作角峠つた形状を呈し

ている。

　夕張層中の炭層から産する。

　Ω麗67ど％5　sp．　5type　（pL．10［l　fig．．3）

　‘2％8プ‘螂type　sp．1，2，3等とその外形は似ているが．

外皮膜の表面には細かい霰がある。大きさは30～35μで，

・溝は細長く顕著である。
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　夕張層中の炭層に産する。

2〉ツ55αsp．1t距e（pl．E，fl9．24〉

　3溝孔型を示し，外皮膜は厚くて極からみた形は3角

形で，花粉管孔およびarci註11）状のものが顕著である。

この形に類似したものは双子葉に多いが，溝が大きく長

いのがこの種の特徴である。

　夕張層中の4番層に産する。

　且7αZ’αsp．　type　（P1．　工［，　fig，　11）

　楕円形を呈し，長径は30μ前後である。外皮膜は非常

に厚く多少鐡がよつている。

丁万‘吻・プ・少・ll・tγpeC（PL五，fiε・4）

　溝は広く大きくて中央には顕著な花粉管孔がある。外

皮膜は厚くドィツのラィン褐炭田に産するTプゼ‘・1．ρ・プ・

．ρoll．‘初gπ伽形subsp，ノ廊％3R，PoT．［に近似している。『

　夕張層中の炭層に産する。

　丁万601汐070ρoll．typeDてp1．］1，fig．5）

　他の3溝孔型と比較して小きく16μ程度でや㌧幅が広

い。

　ドィツあ第三紀褐炭から産する」Poll，ノ411砿R　POT．

（M廿rriger　u．Pflug，1951）に近似している。

　5．7縁溝乳粒型（6－A，B）Pericolporatae註12）

　花粉粒は35μの大ききを示し・外皮膜に3～4條の

溝がある。特に花粉粒の両端が切れこんでいる。このほ

かに類似したものにT6加60ゆoプo勿ll　type．Aがあり，

いずれも夕張層の4番，1番両層に産する。

　5．83孔粒型（5－B）Triporatae

　恥961h媚如type
　花粉粒は幾分扁平で，極からみた形は顕著な3角形を

示している。大きさはや＼小きく12μ程度である。

　高根層Φ炭層ζ夕張層の1番層とに産する・

　Os6γツαtype

　や＼小形で，3～4個の顕著な花粉管孔があり・大きさ

は36，4μである。

　夕張層中の炭層に産する。

　5．9　縁孔孔粒型（4－A，B，C，D註13））L　periporatae・

　功廊㈱6αrtype〈PL∬，fig。22）
　ほ買球形をなし，球の全面に5μ程度の大きさの花粉

　註11）arci；arcusの複数。花粉管孔のまわりが厚くな

　　　りその部分が幾つかの花粉管孔から孔へつながつ一

　　　ている隆起部をいう。
　註12）前回までの報告において“peri”を“類～’と訳し

　　　たが適当でないので，今後は“縁”と改める。以

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　下同じ。
　註13〉前の報告においては，Periporataeを類散孔粒と

　　　訳したが，』この訳語はfQr＆minQrateFの訳とし七使

　　　用されており適当でないので，今回から縁孔孔粒

　　　と改める。以下同じ。

管孔が散在している。粒全体の大ききは30μで，外皮

膜の面が多孔質である。

　夕張層中の1番層に産する。

　B郷％3？type

　球形をなし，小きい花粉管孔が球の全面に分布してい

る。

　夕張層中の1番層に産する。

　5．10胞子類
　赤平地域の炭層中に含まれている胞子類は美唄地域の

炭層中の種類と大差はない。すでに前回の報告において

説明したので大半は省略する。

　丁万〃ε！83ρor．typeA（pL：皿，fig．30）

　放射稜が3本ある，いわゆる三稜石型の胞子で，1その

大ぎきは40μ。外皮膜の表面は粒状を呈するP。

　以上美唄地域の報告註14）において説明しなかつた種・

類をおもに取り上げたが，，赤平炭から産出した化石の大

部分は第1表に掲げてある。

　第1，表をみると，各炭層に普遍的に分布しているのは

美唄地域の場合と同じように，P伽5，Lα7魏，C醒硲，

σ43如解4，gπ6塑％5，！il鰍3の各typ’eの花粉である。

この報告に掲載した分析の結果では，顕著な地層別の含

有傾向の差はないが，次に述べる程度の差が認められた。

　（1）高根層の炭層中には双子葉植物の花粉粒は少なく，

隠花植物の胞子の種類が多い。

　　第2表各炭層における花粉・胞子化石種類数

　　Table2．　Numbers　of　Genera　found　in　the

　　　　Coal　Seams　of　the　Ishikari、SerieS

高根層の炭層
美唄層の11番層

　　“　10番層

夕 張層の6番層

　　〃　　番層
　　〃　1番上層

針
葉
樹

6
4
6
5
7
4

澗
葉
樹

15

14

18

5
15

14

単植
子
葉物

1
1
1
3
1
3

羊胞
歯

類子

4
2
1
1
4
2

同未
　確
定定

3
10

11

4
11

15

註14ン美唄地域産の化石花粉。胞子のうち説明したの

　　は下記のものである。
Ericaceaetype，A，B，Tツρhα，朋ε3．P幡，P伽，

T4諾04伽鵬，Lαプ魏，M窃3α，」Po∫㈱096伽，1刀妙、

ρ・」Z．且，B，Glツμ・伽伽，Cα欄，ハ4・η・ρ・r・且・

B，Cッ螂．G罐go．Moπo‘吻．少oll，A5α6α1，
Palmae，翫Z魏，Cα3如π8σ，116灘1，2，9鋸8r‘％31，

2，3，Tr∫‘・砂．卿、ム，B，F49％3．絢吻，B翻4・

1，2，C卿伽，¢・7蜘5，Cα解ンJ麗glαπ3・丁吻・7・

Poll．且，P泥rρ‘4ブッ41，2，且ln鰐1，2，U伽％3，Eg％一

∫58顔解，Lツ9・04伽〃3の46種。、
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　　　花粉型
　　　　蹴纈一ご牌
　‘　　＼

炭層
Ooα乙5εα〃2

　　1
丘加c6α8一

　卯6
（乃距αイ♪

　　　　　　且

乃砿躍・∠齪κ・勘躍α一
　　　　　翻ρ6

　　　　rz〃αρ

　　　　皿

ρ融3・版・3一むρθ

　　（’陰3どo．ク

　　　Iv

ρ躍粥一⑳8

砂’C・∠ρ・ρ・）

　　V
配ノ～〃3一卯θ

　　VI
／∠6κ一卯6

r洞ooどρ・戸o）

三矢砂川炭鉱の播層

櫨5卿3〃〃卿澱吻ノ

美唄層の11番層
ノVo，11ぐβめαど汽ン

同　　　10番層
ハノo、1コごβめ厩ノ『ノ

客張層の6番層
〃o．6α勘αr‘1εノ

同　　　4番膚
〃04αoゐαだどだノ

』

同「　　1番層
〃o，ノα融αr‘F♪

10％　　　～0　　40　　・60％　　　　ノ0　　20％　　　　～0　　40　　60％　　　　〃　　20

　　　　第6図　特徴化石の層序的分布図
Fig。6Stratigraphical　Distribution　Chart　of　Characteris㌻ic　Types

（2）各炭層中の針葉樹・潤葉樹・単子葉植物・羊歯・

類・同定未確定の花粉・胞子の各種類数は第2表に示す’

通りである。

また1炭層中にみいだきれる花粉と胞子との量比をみ

ると第3表のようになる註15）。高根層の炭層中には胞子．

が著しく多いことがわかる。

第3表　各炭層における花粉・胆子化石の量比
Table3．　Ωuantitative　ratio　between　Pollen　and

　Spore　in　Each　Coal　SeamΣP十ΣSp＃＝100％・

30％　　　ノ0　　20％

であるため遠隔地への飛散は考えられないから，美唄層．

の11番層と夕張層（δ1番層とに多いことは注目に値する。

く

高根層の炭層
美唄層の11番・層
　　〃　　10番層
夕張層辱の6番層
　　．“　　4番層
　　〃　1番層

花粉ΣP　l胞子ΣSP
　　％　　　％

82

91

89

99

93

99

「18

9
11

，1’

一7

1

次に花粉化石のうち特に炭層対比あるいは炭層の堆積

環境を考えるうえに重要と思われるものを取り上げて，

これらを組分けして示せば第6図のようになる。この図

によつてわかるように註16），特徴種相耳間の相対的客割

合をみると，高根層の炭層においては針葉樹花粉と羊歯

類胆子との含有量が多く，美唄層の10番層も向Pような

傾向脅示している。，

夕張層の4番層には針葉樹花粉が多く，また最下位の

夕張層Φ1番層はΩ粥7傷5の個体数が花粉総数の78％

に達ずる。118諾typeの花粉は突起の多い虫媒花的形態

註15）同定未確定の分は胞子あるいは花粉のなカ｝に分

　けて含ませた。’

註16）針葉樹（conifer）と潤葉樹の・41鰍3，『Ω鷹7傷3

　等は全炭層に普遍的に分布し，その消長が炭層の
　特徴をとらえる手掛りとなるかも知れない。？

　　　6・赤平・美唄両地域における炭層の

　　　　　　F花粉暦序学的比較

　石狩炭田空知地区における炭層については，・最近地質

層序や岩相等の精密な調査から炭層対比表が発表きれ

、た註17）。この結果と現在筆者がたてつ＼ある花粉層序学

的炭層対比とはどのような関係にあるか・，現在までに得

られた資料を基にして考えてみたい。

　花粉分析の研究においては現在までに美唄地域におい

ては登川・美唄両層中の炭層を，赤平地域においては高　ロ

根・美唄・夕張3層中の炭層を分析した。垂直的な花粉構

成の変化をみることについては一応高根・美唄・夕張・

登川の諸層など石狩層群のおもな爽炭層を分析したので1

目下纏めている。一

　、前記の炭層対比表によれば，1赤平地域の下8番層（美

唄屑）は，美唄地域の美唄本層に対比き紅ている1，この分

析報告に赤平地域の8，9，10番層の分析報告をのせるこ

とができなかつたので，美唄層上部の諸炭層のみにっい

て両地域を比較すると，それらの問の花粉群が類似して

いるのがわかる。それはすなわち　丁砿o読％形，五α7魏

typeと9膨r‘郷typeとがともに多い点力，4のことは

気候を直接示きないにしても，炭層対比を行ううえに重

要な1っの要素であろう。

　今後石狩炭田において炭層の特徴をその花粉群によつ

て把えようと試みる場合，全般的な気候変化の波によつ

’て炭層対比を行うよりも，特徴種群の組合せによつて行

う方が細かい対比が行えるのではないかと期待している．

すでに現在まで行われた甲acro　fossil　plantの研究によ

ノって美唄層の堆積時の初期（3吻認等の出現）が，現在よ

　註17）北海道炭砿技術会炭層対比委員会発表。1955

、36一（128）・
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りも温暖であつたことが認められており，また高根層の

堆積時は羊歯植物が繁栄したという見方から，多雨温暖

と考えられている。また炭層に伴なう粘土鉱物について

も，例えばモンモリロナイト・カオリナイ．ト等の組成上

の割合の変化を気候変化と関連づけている考えもある。

　このようにや＼長い周期をもつた気候の変化によつて

もある程度炭層の対比ができるであろう。しかし花粉分

析ではこの点をも考慮すべきではあるが，1っ1っの炭

層を含有花粉群の構成によつて区別する方法をとつてい

るから，まず特徴化石種の産出の消長を把えることが先

決問題であろう註18）。

　この観点から現在まで行つた分析結果を吟味してみる

と，ハ4郷α，S励α1，118∬，2〉ッ53α等の型のものの消長

が明瞭である。

　この点についてはきらに砂川・歌志内等における炭層

の分析結果の完成をまつて吟味したい。

　　　　　　　　7．結一　語』

　（1）石狩炭田赤平地域における花粉分析においては，

前回の美唄炭の分析よりも改良した方法を用いた。

　（2）化石花粉・，胞子の命名法については，この報告ま

では植物自然分類に基づいた命名法を行つてきたが，次

回からは2命名法による化石記載の方法をとりたい。

　（3）赤平炭からは第1表のような化石種を検出すろこ

とができたが，それらは美唄炭の含有化石種と近似して

いる。

　（4）赤平地域においては，高根層の炭層と美唄層の炭9

層とでは含有花粉・胞子化石の種類と数の点で差がある。

　（5）美唄・赤平両地域の炭層の花粉分析を通じて，地

層あるいは炭層対恥のうえで有動と考えられるのは，

qy砿3，116諾，！Vly∬α，M％5α，5α6α1等の花粉のほか，

・‘2膨κ郷，且1綴3等の多産する種類の量的変化をも考察

する必要がある。（昭和28年7月調査）
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図　　版　　論　　明

Explanati6n』of　Plate

型

type

1．

2．

3．

4．

5，

6．

7．

8．

9．

10。

11．

12．

13．

14．

1昏．

16，

17．

18，

19．

20．

1ηαメ》ρoll．　type

ハ40カ0‘olρ0汐oll，

⊆～z‘6プ‘z∫3　sp，　5

丁沈olPoプoρoll，

丁万ω1ρ070Poll．

Ω塀‘z‘3sp．

3α灘諾　sp．1

Ω躍‘％3sp．

qy‘α5P・

Ωz昭7’‘zぜ3sp。

且勉伽

Palmae　P

4

3

3

F
C

、Ω研鰯sp．1’

T7ゼ‘olρo少oll，C

Cα5孟伽6α

～雄o‘αプ5，α？

EricaceaeC，
・1惣zp汐oll，E’

Johπ50n歪α

丁痂ol汐oρoll． D

C
D

炭層

seam

Yu4
Yu　l　U

Yu　l　U

Yu　l　U

Yu　l　U

標本番号
　　slide

型
type

Yu　lU

Yu　l　U

Yu　l　U

Bc10

Yu　l　U・

’
B

c101

YulO
Yu　l　u‘

Bc10

Yu　l　u

Yu　l　U

Yu　l　u

Yu　l　U

Yu4
Yu1』U

IK2－197．5（438）

　　264．2（423）

　　264．89（441）

　　264．70（436）

　　264．．40（427）

　　264。63（433）

　　264．24（424A）

’　　264．24（424B）

　　146．45（400〉

　　264．70（444）

　　146．41（399）・

　　264．58（439）

　　264．57（430）』

　　146．19（393）

　　264．85，（440）

　　264，26（425）

　　264，108（455）

　　264．97（443）

　　197．4（4Q4）

　　264．109　（456）

21．丁沈olp・ゑoll，E

22．Lψぎ4磁加7

字3・丁伽
24コ〉ツ35α？

25．　1レfツ7ゼ6αP

26．　116諾sp．　1

27。118∬sp．1（極観）

28．C卿αsp。11

29．Polypodiaceae

30．T7ケα43汐07．A

31．菌類胞子
　　　（Sporeoffungi）B

32．菌類の胞子？
　　　（Spore　of　fungi）

33．植物組織
　　　（Cellsofplant）’

34．樹騒組織7
　　　（Wax　cells）

35．コルク層
　　　（Corkcell）

36．表皮細胞
　　　（Epidermis）

炭層

seam
標本番号
　　slide

Yu1U、IK2－26483（439）

Yh1U，　264．67（435）

Bc10　　　　　146．15　（392）

Yu4　　　　　　　197．42　（413）

Bc11　　　　　83．70（389）

Yu　l　U　

Bc10

Yu6
Yu6
Yu4

Yu6

Tc

Bc10

Bc11

Yu6

Bc11

264．7』　（419）－

146．29、（395〉

163．17（448）

163．35（451〉

197．12　（406）

163，14　（447〉

3。3　　（327〉

146・24（394〉

83。48、（382〉

163，8（445）

83．37（378〉

Yu＝夕張層（Yロbari　form＆tion）

Tc二高根層（Takane　fρmation）

図版番号は右狩研究調査報告共遍

Bc＝美唄層（Bibai．fomation）

U二upper

倍率は500倍（magnification×500）
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